
宮城県沖地震震源域付近におけるエアガン-OBS 構造探査 

Seismic experiment using OBSs and airguns in the rupture zone of Miyagiken-oki 
earthquake. 
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宮城県沖は M7.5 クラスの大地震が繰り返し発生する海域であり、大地震が近い将来に発生する可能性が高い地

域と考えられている。これらの大地震は太平洋プレートが東北日本弧の下に沈み込むことに起因するプレート境界

型の地震であり、これまでの構造探査や自然地震観測などから、プレート境界面の形状を含め、この海域のおおま

かな地殻構造が明かになってきている。しかし、宮城県沖地震の震源域直上付近に地震計を設置した探査は行われ

ていないため、地震の破壊域と地殻構造を比較議論できるほどの詳細な地殻構造は明らかになっていない。 

 

そこで、2004 年夏、JAMSTEC、東京大学地震研究所、北海道大学、東北大学、千葉大学、九州大学は宮城県沖地

震の想定震源域を横切る 3本の測線上で、72 台の海底地震計(OBS)と人工震源(エアガン及び火薬発破)を使った構

造探査観測を行った。この探査では、宮城県沖地震の震源面であるプレート境界面のジオメトリを詳細に把握する

とともに、プレート境界面上側の島弧マントル・島弧地殻の地震波速度構造を明かにすることにより、宮城県沖地

震の震源域と構造上の関連性を調べ、地震発生メカニズムの理解に繋げていくことを目的としている。なお、本探

査は受託研究「宮城県沖におけるパイロット的重点調査観測」の一環として行われた。 

 

3 本の測線のうち、1本は海溝軸と直交する東西測線で、残りの 2本は海溝軸と平行な南北測線である。東西測

線である A 測線は、1999 年の JAMSTEC によるエアガン OBS 探査測線と一致しており、宮城県沖地震の震源域を東

西に横切っている。2004 年の探査では、1999 年に OBS を設置していなかった震源域直上付近に集中して OBS を設

置した。1999 年と 2004 年のエアガンデータを統合処理することにより、これまでは明らかにできなかった震源域

直上の島弧モホ面、コンラッド面などの反射面の形状や深さを求めることができた。一方、宮城県沖地震の震源域

を南北に横切る B および C測線では、エアガンデータを用いた初動トモグラフィの結果、暫定的ながらも深さ 15km

程度までの地殻構造が求められた。求まった地震波速度構造は、直交している A 測線の速度構造と整合性がある。

これら 3測線の速度構造解析結果から、宮城沖地震の震源域周辺部では、島弧上部地殻が薄くなる傾向があること

が分かってきた。 

 

記録断面上では数多くの反射波と解釈される後続波が観測されており、今後、これらの後続波もあわせて使っ

ていくことにより、島弧モホやプレート境界面といったより深い部分まで解析を進めていく予定である。 


